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増
毛
町
に
生
ま
れ
た
本
間
一
夫
が
、
当
時
の
東
京
市
豊
島
区
雑
司
ヶ

谷
の
自
宅
に
お
い
て
「
日
本
盲
人
図
書
館
（
後
の
日
本
点
字
図
書
館
）」

を
開
い
た
の
は
１
９
４
０
年
（
昭
和
　
年
）、　
歳
の
時
で
し
た
。
六
畳

１５

２５

間
に
約
７
０
０
冊
の
蔵
書
で
始
め
た
こ
の
図
書
館
は
、
今
で
は
点
字
図

書
の
蔵
書
数
が
８
万
冊
を
越
え
る
ほ
ど
に
な
り
、
約
１
２
０
名
の
ス

タ
ッ
フ
が
本
間
一
夫
の
意
思
を
継
い
で
視
覚
障
害
者
の
た
め
に
あ
ら
ゆ

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
冒
頭
の
言
葉
は
、
昭
和
　
年
　
月
　
日
の
日
本
盲
人
図
書
館
設
立
日

１５

１１

１０

に
発
行
し
た
「
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
」
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
本
間
一
夫

本
人
の
言
葉
で
す
。
彼
の
信
念
、
そ
し
て
願
い
が
視
覚
障
害
者
を
は
じ

め
と
す
る
た
く
さ
ん
の
人
に
大
き
な
光
を
与
え
ま
し
た
。

　
１
９
１
５
年
（
大
正
４
年
）　

月
７
日
、
丸
一
本
間
家
初
代
泰
蔵
の

１０

孫
と
し
て
生
ま
れ
た
一
夫
は
、
５
歳
の
時
に
脳
膜
炎
に
か
か
り
、
か
ろ

う
じ
て
命
は
と
り
と
め
た
も
の
の
、
こ
の
病
気
が
原
因
で
失
明
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
目
が
見
え
な
い
一
夫
に
、
家
族
や
お
店
の
人
が
本
を
た
く
さ
ん
読
ん

で
く
れ
る
な
ど
、
一
夫
少
年
を
懸
命
に
介
助
し
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
年
頃
の
子
ど
も
た
ち
の
よ
う
に
学
校
に
通
う

こ
と
も
出
来
ず
、
自
分
の
力
で
本
を
読
む
こ
と
も
で
き
な
い
一
夫
は
、

も
ど
か
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
１
９
２
９
年
（
昭
和
４
年
）、
一
夫
は
　
歳
で
函
館
盲
唖
院
（
現
在

１３

の
函
館
盲
学
校
）
に
入
学
し
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
点
字
の
存
在
を
知
り

ま
す
。

　
目
が
見
え
な
い
人
た
ち
で
も
読
書
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
点
字
は

一
夫
に
希
望
の
光
を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
に
蔵
書
　
万
冊

１７

の
世
界
一
の
点
字
図
書
館
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、「
盲
人
の
た
め
の
点

字
の
図
書
館
を
つ
く
り
た
い
」
と
日
本
で
の
実
現
を
心
に
誓
い
ま
し
た
。

　
関
西
学
院
大
学
に
進
学
し
た
一
夫
は
卒
業
後
、
実
家
の
支
援
も
受
け

て
東
京
市
雑
司
ケ
谷
の
借
家
に
「
日
本
盲
人
図
書
館
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
　
直
接
図
書
館
に
足
を
運
ぶ
利
用
者
の
他
に
も
遠
隔
地
へ
郵
送
に
て
点

字
図
書
を
貸
し
出
す
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
、
盲
人
か
ら
た
く
さ
ん
の
支
持

を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
一
夫
の
図
書
館
は
無
料
・
無
保
証
で
貸
し
出
す

と
い
う
当
時
で
は
画
期
的
な
試
み
で
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
先
月
の
７
日
、
東
京
・
市
ヶ
谷
で
行
わ
れ
た

「
本
間
一
夫
生
誕
百
年
記
念
講
演
会
」
で
講
演
し
た
本
間
一
夫
研
究
者

で
あ
る
静
岡
県
立
大
学
の
立
花
明
彦
准
教
授
は
「
本
間
一
夫
氏
は
、
ど

大
正
４
（
１
９
１
５
）
年

　
一
夫
誕
生

大
正
５
（
１
９
１
６
）
年
　

　
母
、
千
代
死
去

以
後
、
千
代
の
兄
夫
婦
（
泰
輔
、
キ
ミ
）

に
育
て
ら
れ
る

大
正
９
（
１
９
２
０
）
年

　
一
夫
、
脳
膜
炎
に
よ
り
失
明
す
る

昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年

　
本
間
家
初
代
で
あ
る
祖
父
の
泰
蔵
死
去

昭
和
３
（
１
９
２
８
）
年

　
義
父
、
泰
輔
死
去

昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年

　
一
夫
、
函
館
盲
唖
院
へ
入
学

昭
和
　
（
１
９
３
６
）
年

１１

　
一
夫
関
西
学
院
大
学
英
文
科
に
入
学

昭
和
　
（
１
９
４
０
）
年

１５
一
夫
、
東
京
雑
司
ヶ
谷
の
借
家
で
「
日

本
盲
人
図
書
館
」
を
開
設

昭
和
　
（
１
９
４
１
）
年

１６
図
書
館
を
現
在
の
新
宿
区
高
田
馬
場
に

移
転

光
を
失
い
、
光
を
つ
く
り
、
光
を
与
え
た
男
の
生
涯

本

間

一

夫

日
本
点
字
図
書
館
の
創
始
者

「
権
利
に
お
い
て
、
義
務
に
お
い
て
、
晴
盲
二
つ
の
世
界
が

あ
く
ま
で
も
公
平
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
　
本
間
一
夫

本
間
一
夫
略
歴

 光
を
失
っ
た
幼
少
期

 点
字
と
の
出
会
い

 「日
本
盲
人
図
書
館
」
の
開
設

光
を
失
い
、
光
を
つ
く
り
、
光
を
与
え
た
男
の
生
涯

日
本
点
字
図
書
館
の
創
始
者

本

間

一

夫
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ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
メ
モ
や
記
録
を
取
り
、
記
憶
力
も
素
晴
ら
し

く
一
度
会
っ
た
人
は
忘
れ
な
い
方
だ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が
人

を
集
め
、
無
料
で
の
貸
し
出
し
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
商
家
に

生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
分
析
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
講
演
会
で
一
夫
と
の
思
い
出
を
語
っ
た
日
本
点

字
委
員
会
顧
問
で
日
本
点
字
図
書
館
評
議
員
の
阿
佐
博
さ
ん
は
「
点
字

図
書
館
が
出
来
た
と
き
は
毎
日
通
っ
た
。
彼
の
元
に
は
自
然
と
人
が
集

ま
っ
て
い
た
。供
想
い
は
通
じ
る
僑
と
日
頃
か
ら
考
え
て
お
り
、
思
っ
た

こ
と
を
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
考
え
、
実
現
し
て
き
た
。
様
々
な
人
を
動
か

す
力
が
彼
に
は
あ
っ
た
。供
兵
僑
で
は
な
く
供
将
僑
の
人
だ
っ
た
。」
と

悲
願
を
達
成
し
た
一
夫
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
盲
人
か
ら
の
支
持
や
実
家
か
ら
の
援
助
、
点
訳
奉
仕
運
動
の
高
ま
り

に
も
支
え
ら
れ
、
一
夫
の
夢
は
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
在
の
東
京
都
新
宿
区
高
田
馬
場
に
図
書
館
を
移
転
し
た
昭
和
　１６

年
は
、
日
本
が
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
戦
禍
は
本
土
に
及
び
始
め
、
一
夫
は
点
字
図
書
と
と
も
に
茨
城
県
へ

疎
開
。
都
市
部
へ
の
空
襲
が
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
た
昭
和
　
年
に
は
、

２０

３
埀
０
０
０
冊
近
く
の
点
字
図
書
と
と
も
に
郷
里
の
増
毛
へ
更
な
る
疎

開
を
決
行
し
ま
し
た
。

　
故
郷
の
増
毛
で
は
温
か
く
迎
え
ら
れ
、
一
時
の
安
息
を
得
ま
し
た
が
、

疎
開
か
ら
一
月
後
、
東
京
か
ら
「
図
書
館
全
焼
、
一
物
も
残
さ
ず
」
と

電
報
が
届
き
ま
し
た
。
一
夫
の
夢
は
、
空
襲
で
灰
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、
一
夫
の
点
字
図
書
館
へ
の

意
欲
は
衰
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
疎
開
後
も
、
昭
和
　
年
に
結
婚
し
た
喜

１８

代
子
夫
人
と
二
人
で
リ
ヤ
カ
ー
を
押
し
て
増
毛
郵
便
局
に
通
い
、
点
字

図
書
の
郵
送
貸
出
を
一
心
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
戦
争
で
傷
を
負
い
視
力
を
失
っ
た
兵
士
た
ち
が
急
激
に
増
え
、
新
聞

な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
点
字
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

書
籍
を
点
字
本
に
訳
す
「
点
訳
奉
仕
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
す
る

人
も
増
え
、
物
資
が
不
足
す
る
中
、
一
夫
の
元
に
は
少
な
く
な
い
数
の

点
字
本
が
全
国
か
ら
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。「
あ
の
大
戦
の
さ
な
か
、
自

分
の
生
き
る
こ
と
だ
け
で
精
一
杯
で
あ
っ
た
時
代
、
こ
の
よ
う
な
人
々

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
で
し
ょ
う
が
、
私
は
日
本

人
の
誇
り
を
こ
め
て
こ
れ
を
証
と
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
一

夫
は
当
時
の
ノ
ー
ト
に
記
し
て
い
ま
す
。

　
戦
争
が
終
わ
り
、
混
乱
の
中
に
あ
る
盲
聾
唖
者
を
勇
気
づ
け
た
い
と

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
が
東
京
を
訪
問
す
る
と
聞
い
た
一
夫
は
、
上
京
を
決

意
し
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
、
一
夫
は
実
家
で
あ
る
本
間
家
か
ら
の
援
助
を
受
け
、
高

２３

田
馬
場
の
焼
け
跡
に
新
た
な
施
設
を
建
設
し
、「
日
本
点
字
図
書
館
」
と

名
前
も
新
た
に
再
出
発
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
資
金
繰
り
は
厳
し
く
、
経
営
は
苦
し
く
な

る
一
方
で
し
た
が
、
昭
和
　
年
「
朝
日
社
会
奉
仕
賞
」
を
受
賞
し
た
こ

２８

と
に
よ
り
、
翌
年
、
国
か
ら
の
事
業
委
託
を
受
け
て
点
字
図
書
館
の
国

費
に
よ
る
運
営
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
新
た
な
予
算
を
得
て
図
書
館
も
新
築
さ
れ
、
点
字
出
版
や
点
字
が
読

め
な
い
盲
人
の
た
め
の
「
声
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
な
ど
、
様
々
な
事
業

を
行
い
、
図
書
館
は
瞬
く
間
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
一
夫
は
平
成
　
年
に
一
線
を
退
い
て
か
ら
も
、
来
客
の
対
応
や
寄
付

１３

者
へ
の
礼
状
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
　
年
、
心

１５

不
全
に
よ
り
点
字
図
書
館
に
捧
げ
た
　
年
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

８７

葛
開
設
し
た
ば
か
り
の
日
本
盲
人
図
書
館
の
前
に
立
つ
本
間
一
夫
（
昭
和
　
年
）

１５

昭
和
　
（
１
９
４
３
）
年

１８
一
夫
、
藤
林
喜
代
子
と
結
婚
／
図
書
館

の
建
物
を
新
築

昭
和
　
（
１
９
４
５
）
年

２０
一
夫
、
戦
火
が
激
し
く
な
り
増
毛
へ
疎

開
／
高
田
馬
場
の
図
書
館
が
空
襲
に
よ

り
全
焼

昭
和
　
（
１
９
４
８
）
年

２３
一
夫
、
上
京
し
図
書
館
を
再
建
、「
日
本

点
字
図
書
館
」
と
改
称

昭
和
　
（
１
９
５
３
）
年

２８
一
夫
、
朝
日
新
聞
社
・
朝
日
社
会
奉
仕

賞
受
賞

昭
和
　
（
１
９
５
８
）
年

３３
日
本
点
字
図
書
館
、「
声
の
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
発
足

昭
和
　
（
１
９
６
４
）
年

３９
一
夫
、
世
界
盲
人
福
祉
会
議
参
加
の
た

め
渡
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
を
視
察

昭
和
　
（
１
９
６
８
）
年

４３

　
義
母
、
キ
ミ
死
去

昭
和
　
（
１
９
７
１
）
年

４６
一
夫
、
藍
綬
褒
章
（
ら
ん
じ
ゅ
ほ
う

し
ょ
う
）
受
章

昭
和
　
（
１
９
７
４
）
年

４９

　
妻
、
喜
代
子
病
死

昭
和
　
（
１
９
８
５
）
年

６０

　
一
夫
、
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
受
章

平
成
２
（
１
９
９
０
）
年

一
夫
、
増
毛
町
開
基
２
４
０
年
・
町
政

施
行
　
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
表
彰

９０

さ
れ
る

平
成
４
（
１
９
９
２
）
年

　
一
夫
、
心
臓
疾
患
で
入
院

平
成
　
（
２
０
０
３
）
年

１５
一
夫
、
第
　
回
井
上
靖
文
化
賞
受
賞
／

１０

心
不
全
の
た
め
死
去
（
　
歳
）

８７

 図
書
館
の
再
建
と
発
展

 再
び
訪
れ
た
苦
難

◆本間一夫生誕１００年　特別企画
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荒
谷
キ
ク
さ
ん
（
稲
場
海
岸
町
・
　
歳
）
は
、

８９

昭
和
　
年
４
月
か
ら
３
年
間
、
本
間
一
夫
が
点
字

２０

図
書
３
埀
０
０
０
冊
と
一
緒
に
増
毛
に
疎
開
し
て

き
た
と
き
に
点
訳
奉
仕
者
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

し
た
。

　
当
時
荒
谷
さ
ん
は
、
戦
時
中
、
出
征
で
人
手
が

足
り
な
く
な
っ
た
郵
便
局
で
仕
事
を
し
て
お
り
、

一
夫
が
奥
さ
ん
と
リ
ヤ
カ
ー
で
点
字
図
書
を
持
っ

て
き
て
、
全
国
の
愛
読
者
に
送
る
作
業
の
受
付
を

し
て
い
て
興
味
を
持
っ
た
と
言
い
ま
す
。
人
の
た

め
に
一
生
を
捧
げ
る
仕
事
を
し
て
い
て
、「
な
ん

て
尊
い
人
な
ん
だ
ろ
う
」
と
当
時
か
ら
思
っ
た
そ

う
で
す
。

　
点
訳
に
興
味
を
持
ち
、
一
夫
に
点
字
を
習
っ
た

増
毛
町
民
は
荒
谷
さ
ん
た
だ
一
人
。「
天
井
に
点

字
の
表
を
思
い
浮
か
べ
て
寝
る
前
に
一
生
懸
命
覚

え
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
お
も
し
ろ
い

と
思
い
夢
中
で
勉
強
し
ま
し
た
。」
と
荒
谷
さ
ん

は
　
年
前
を
振
り
返
り
ま
す
。

７０
　
点
字
は
、
鉄
筆
で
枠
の
中
を
打
っ
て
い
き
、
紙

を
裏
返
し
て
突
起
の
方
を
人
差
し
指
と
中
指
で
触

れ
て
読
ん
で
い
き
ま
す
。
荒
谷
さ
ん
が
点
字
を
始

め
る
に
あ
た
り
、
一
夫
か
ら
、
自
ら
が
使
用
し
て

い
た
点
字
盤
を
譲
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。「
先
生

は
人
が
読
む
ス
ピ
ー
ド
と
同
じ
早
さ
で
読
ん
で
い

き
、
私
が
打
っ
た
間
違
い
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。」
と
語
り
ま
し
た
。

　
荒
谷
さ
ん
は
石
川
啄
木
の
歌
集
「
一
握
の
砂
」

な
ど
を
点
訳
。
読
者
た
ち
か
ら
礼
状
が
届
き
涙
を

流
し
て
喜
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
一
夫
の
生
前
、
荒
谷
さ
ん
宛
て
に
毎
年
点
字
の

年
賀
状
が
届
い
て
い
た
そ
う
で
、「
今
で
も
簡
単

な
手
紙
な
ら
点
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
」

と
荒
谷
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
荒
谷
さ
ん
は
最
後
に
「
本
間
一
夫
先
生
、
生
誕

１
０
０
年
の
今
年
、
増
毛
町
出
身
者
に
こ
の
よ
う

な
人
が
い
た
こ
と
を
町
民
に
知
ら
せ
て
欲
し
い
。」

と
述
べ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
一
夫
は
、
著
書
「
指
と
耳
で
読
む
」（
岩
波
書
店
）

の
中
で
荒
谷
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

増
毛
で
唯
一
の
点
訳
奉
仕
者

　「
増
毛
に
帰
っ
て
く
る
と
、
一
息
つ
い
た
ら
必

ず
供
海
に
連
れ
て
っ
て
く
れ
僑
と
言
い
、
手
を
引

い
て
裏
の
浜
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。」
と
話
す

の
は
、
一
夫
か
ら
み
て
従
兄
弟
（
元
町
長
の
本
間

泰
次
氏
）
の
娘
で
国
稀
酒
造（
株
）の
林
　
花
織
さ

ん
。
　
一
夫
は
函
館
や
札
幌
に
講
演
な
ど
で
訪
れ
た
際
、

必
ず
増
毛
に
も
寄
っ
て
い
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
浜
風
に
あ
た
る
こ
と
で
増
毛
に
帰
っ
て
き
た
実

感
を
得
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
と

林
さ
ん
は
続
け
ま
す
。

　
一
夫
に
増
毛
で
と
れ
た
と
う
き
び
や
野
菜
、
果

物
な
ど
を
出
す
と
、
い
つ
も
喜
ん
で
食
べ
た
そ
う

で
す
。
そ
し
て
大
の
甘
党
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

荒
谷
キ
ク
さ
ん
が
持
っ
て
き
て
く
れ
た
ぼ
た
も
ち

な
ど
を
と
て
も
喜
ん
で
い
た
と
当
時
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　
ま
た
当
時
、
林
さ
ん
と
同
居
し
て
い
た
一
夫
の

義
母
、
本
間
キ
ミ
さ
ん
に
つ
い
て
「
昭
和
　
年
に

４３

亡
く
な
る
ま
で
、
い
つ
も
一
夫
お
じ
さ
ん
の
こ
と

を
気
に
か
け
て
い
て
、
一
夫
お
じ
さ
ん
の
活
躍
が

生
き
が
い
の
よ
う
で
し
た
。」
と
語
り
ま
し
た
。

荒
谷
キ
ク
さ
ん

増
毛
で
唯
一
の
点
訳
奉
仕
者

増
毛
の
海
が
好
き
だ
っ
た
一
夫

▼昭和２０年頃、現在の丸一本間家広場部分の２階に

あった点字図書貸出の執務室

中央が本間一夫、左から２番目に立っているのが荒

谷キクさん

▲従伯父にあたる一夫を語る

　林　花織さん

葛
荒
谷
さ
ん
が
一
夫
か
ら
譲
ら
れ
た
と

い
う
点
字
盤（
手
前
）と
、
貸
出
時
に

使
っ
た
郵
送
袋（
奥
）

※
現
在
は
日
本
点
字
図
書
館
の
本
間
記

念
室
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

「指と耳で読む」／本間一夫 著（本人の著作・文庫）

「本間一夫　この人、その時代」／古澤敏雄 著（大人向け）

「愛の点字図書館長」／池田澄子 著（子ども向け）

「本間一夫の生涯」／日本点字図書館 著（パンフレット）

■増毛町総合交流促進施設元陣屋（電話 53－3522）

には、本間一夫に関する書籍が置いてあります。元陣屋

荒
谷
キ
ク
さ
ん

増
毛
の
海
が
好
き
だ
っ
た
一
夫
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◆本間一夫生誕１００年　特別企画

　本間一夫さんが設立した「日本点字図書館」とは実際に

はどういうところなのでしょうか。

　ということで、今回は東京都新宿区高田馬場にある「日

本点字図書館」におじゃまいたしました。

　図書館へは西武新宿線高田馬場駅の戸山口、またはＪＲ

高田馬場駅の戸山口から徒歩約５分で、図書館の正面入口

までは点字ブロック（視覚障害者誘導ブロック）が続いて

います。

　写真では少しわかりにくいかもしれませんが、図書館の

建物の前面には何本もの鎖が垂れ下がっています。これは「知の滝」と呼ばれ、知識への欲求や「知ること」

の喜びがあふれている様子を表しているそうです。

　館内には一夫さんの執務室も残されており、自ら打った

点字のノートやメモなどがたくさんの資料とともに保管さ

れているとのことでした。

　現在は約120名のスタッフ、そしてたくさんのボラン

ティアの方々によって図書館が運営されており、平成26年

度は点字図書が約9，000タイトル（約34，000冊）、録音図

書が約136，000タイトルの貸出実績があったそうです。

　全国に約３２万人いると言われている視覚障害者のうち、

点字が読める方は約１割ほど。高齢になってから失明された方が多く、また盲学校で点字を習う方も多くな

いからとのことです。そのため、「声のライブラリー」に始まった録音図書も充実しており、貸出数は点字

図書に比べ15倍近くなるそうです。

　また、「サピエ図書館」という視覚障害者用の図書情報ネットワークも運営しており、これによって、全

国のサピエ会員施設や団体が持っている蔵書、資料の検索や貸出依頼、またコンテンツのダウンロードなど

も出来るようになっています。

　今回、実際に見学して、担当の方にお話を聞いて、資料に触れさ

せていただいたことで本間一夫さんの意思や願いが、今の技術など

を利用して大きく発展していることを学び、とても感慨深いものが

ありました。この偉大な功績をたたえるため、そして視覚障害者の

方々がさらに充実した読書が出来るように、たくさんの人に日本点

字図書館をはじめとした様々な取組や活動を知ってもらわなければ

なりません。少しでも興味を持った方、お時間を持てあましている

方、まずは日本点字図書館のホームページをご覧下さい！

　また、日本点字図書館は、個人や企業・団体からの寄付金を運営

していく上での大きな収入としています。そちらの詳細についても

ホームページに掲載されていますので、ぜひご確認ください！

ｖｏｌ，６

▲図書館の地下にはこのようにたくさんの

蔵書が整理されて保管されていました。

▲現在では点字プリンターやパソコン技術

の発達により、点字を打てる人が減って

きているそうです。

〒169－8586　東京都新宿区高田馬場 １ －23－４

電 話（03）－3209－0241（代表）

ＦＡＸ（03）－3204－5641

Ｅメール：ｎｉｔｔｅｎ＠ｎｉｔｔｅｎｔｏ．ｏｒ．ｊｐ

ホームページ：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｎｉｔｔｅｎｔｏ．ｏｒ．ｊｐ/

日本点字図書館社会福祉法人
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　平成２６年度の増毛町の各会計歳入歳出決算について、９月に開かれた町議会第

３回定例会で認定されました。

　一般会計の決算額は、歳入（収入）が４８億６８９万円、歳出（支出）が４６億４，２５５

万円で、翌年度へ繰り越す事業の財源１，２１３万円を差し引き、１億５，２２１万円の黒

字決算となりました。

【歳　　入】

３億７,１４４万円町 税

１億５,７５１万円分担金及び負担金

１億３,１２９万円使用料及び手数料

１億２,９４８万円諸 収 入

１億２,８０８万円繰 越 金

１,３５３万円財 産 収 入

２４６万円繰 入 金

２７億２,３２５万円地 方 交 付 税

１億９,９１０万円国 庫 支 出 金

１億９,０１０万円道 支 出 金

２億３,００６万円地方譲与税等（注１）

５億３,０５９万円町 債

４８億６８９万円合　　　計

（注１）地方譲与税等は地方譲与税、利子割
交付金、自動車取得税交付金、地方
消費税交付金等です。

◇町民１人あたりの納税額は？◇

　　　 （町税）　　　 （平成２６年３月末人口）

３ 億 ７， １４４万円 ÷ ４， ８９４人

7 5,897 円 ／ 人
（昨年は ７６， ７００円／人）

歳
 入
（
一
般
会
計
）

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
の
歳

２６

入
（
収
入
）
は
　
億
６
８
９
万
円

４８

で
、
前
年
度
比
３
・
３
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
は
、
大
き
く
分
け
て
「
自

主
財
源
」
と
「
依
存
財
源
」
に
区

分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
自
主
財
源
」
は
、
町
税
（
町
民

税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・

た
ば
こ
税
）
や
使
用
料
・
手
数
料

な
ど
、
町
が
自
主
的
に
収
入
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
お
金
で
、
歳
入

全
体
の
　
・
５
％
を
占
め
て
い
ま

１９

す
。
そ
の
う
ち
、
皆
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
い
た
町
税
は
、
３
億

７
埀１
４
４
万
円
で
、
前
年
度
比

３
・
３
％
減
、
歳
入
に
占
め
る
割

合
は
７
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
依
存
財
源
」
は
、
地
方
交
付
税

や
国
・
道
支
出
金
、
町
債
な
ど
、

歳
入
全
体
の
　
・
５
％
を
占
め
て

８０

い
ま
す
。
町
の
財
政
力
に
応
じ
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税

が
、　
億
２
埀３
２
５
万
円
（
前
年

２７

度
比
２
・
６
％
減
）
で
、
歳
入
に
占

め
る
割
合
は
　
・
７
％
と
、
歳
入

５６

の
半
分
以
上
を
賄
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
地
方
交
付
税
は
景
気

に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す

が
、
今
後
も
堅
実
な
財
政
運
営
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

「町税の内訳」
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平成２６年度

増増増増増増増増増増毛毛毛毛毛毛毛毛毛毛町町町町町町町町町町会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算報報報報報報報報報報増毛町 会計決算報告告告告告告告告告告告
【歳　　出】

５,１２７万円議 会 費

４億５,４７１万円総 務 費

８億２,９４４万円民 生 費

３億７６１万円衛 生 費

１,０１２万円労 働 費

１億１,７１１万円農 林 水 産 業 費

１億５,８３７万円商 工 費

４億５,０６０万円土 木 費

１億９,２９０万円消 防 費

３億６４２万円教 育 費

１,９３９万円災 害 復 旧 費

８億４,１９６万円公 債 費

９億２６５万円職 員 給 与 費

４６億４,２５５万円合　　　計

歳　　出歳　　入会　　　　　計歳　　出歳　　入会　　　　計

１億４，９９７万円１億５，３７３万円収益的収支
水道事業企

業

会

計

６億２，１７１万円６億８，７２５万円国民健康保険
特

別

会

計

７，４９２万円６９１万円資本的収支８，７８４万円８，７８４万円観光施設事業

２，３３９万円２，５１７万円収益的収支簡易水道

事 業

２億３，５９９万円２億３，５９９万円診 療 所 事 業

１，４４０万円６６３万円資本的収支８億７，８５２万円８億８，９３０万円介 護 保 険

２億５，９５１万円２億４，２２５万円収益的収支
砕石事業

２億４２２万円２億４２２万円公共下水道事業

０万円０万円資本的収支８，１３０万円８，１４９万円後期高齢者医療

※ 資本的収支の差し引き不足分は留保資金で賄っております。

歳
 出
（
一
般
会
計
）

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
の
歳

２６

出
（
支
出
）
は
　
億
４
埀２
５
５
万

４６

円
で
、
前
年
度
比
６
・
３
％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
大
き
く
分
け
て
「
投

資
的
経
費
」
と
「
消
費
的
経
費
」

に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
投
資
的
経
費
」
は
、
そ
の
経
費

の
支
出
効
果
が
長
期
に
わ
た
り
、

固
定
的
な
資
本
形
成
と
な
る
も
の

 で
、
普
通
建
設
事
業
費
の
４
億

８
埀６
６
１
万
円
と
災
害
復
旧
事

業
費
の
１
埀９
３
９
万
円
が
そ
れ

に
あ
た
り
、
歳
出
全
体
の
　
・
９

１０

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　「
消
費
的
経
費
」
は
、
支
出
効
果

が
単
年
度
ま
た
は
短
期
間
で
終
わ

る
も
の
で
、
投
資
的
経
費
以
外
の

経
費
の
こ
と
を
い
い
、　

億
３
埀

４１

６
５
５
万
円
で
、
歳
出
全
体
の

　
・
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

８９　
ま
た
、
目
的
別
歳
出
の
決
算
額

に
つ
い
て
は
、
上
の
円
グ
ラ
フ
の

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
公
債
費

（
借
金
の
償
還
）
の
占
め
る
割
合

が
　
・
１
％
（
８
億
４
埀１
９
６
万

１８
円
）
と
大
き
く
、
苦
し
い
財
政
状

況
を
表
し
て
い
ま
す
が
、
財
政
健

全
化
計
画
の
策
定
に
よ
り
借
り
入

れ
を
圧
縮
し
て
い
る
た
め
、
公
債

費
残
高
や
償
還
額
は
年
々
減
少
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行により、町の財政状況を判断する

ために設けられた健全化判断比率の算定及び公表が義務づけられました。

☆健全化判断比率とは……

１．実質赤字比率

一般会計等において、実質赤字額が標準財政規模に占める割合

２．連結実質赤字比率

全会計を対象に赤字額（又は資金の不足額）の標準財政規模に占める割合

３．実質公債費比率

地方債の元利償還金や準元利償還額等が標準財政規模に占める割合

４．将来負担比率

地方債残高や債務負担行為額等が標準財政規模に占める割合

☆平成２６年度決算における増毛町の健全化判断比率

　　　平成２６年度決算をもとに健全化判断比率を算定した結果を公表します。

　

　増毛町の比率は早期健全化基準及び財政再生基準以下ですので、財政健全化計画及

び財政再生計画の策定は必要ありません。

　近年、各数値とも改善傾向にありますが、今後も公債費負担の縮減を図るなど、引

き続き財政の健全化に努めます。

☆資金不足比率

公営企業ごとに算定する資金不足額が事業規模に占める割合

・水道事業会計

・簡易水道事業会計

・砕石事業会計　　　　　　　　全ての会計で資金不足額はありません。

・観光施設事業特別会計

・公共下水道事業特別会計

໰̇ 企画財政課・財政係（電話 ５ ３崖１ １ １ ０）

増増増増増増増増増増毛毛毛毛毛毛毛毛毛毛町町町町町町町町町町のののののののののの健健健健健健健健健健全全全全全全全全全全化化化化化化化化化化判判判判判判判判判判断断断断断断断断断断比比比比比比比比比比率率率率率率率率率率増毛町の健全化判断比率 ををををををををををおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知ららららららららららせせせせせせせせせせししししししししししまままままままままますすすすすすすすすすをお知らせします

財政再生基準
早期健全化基準

（増毛町の場合）

増毛町の数値

平成２５年度平成２６年度

２０．０％１５．０％△８．３％△４．９％実 質 赤 字 比 率

３０．０％２０．０％△１８．３％△１５．２％連結実質赤字比率

３５．０％２５．０％１３．８％１３．３％実質公債費比率

３５０．０％５３．５％２７．２％将 来 負 担 比 率

券
献
献
犬
献
献
鹸
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急
速
に
発
達
し
た
い
わ
ゆ
る

供
爆
弾
低
気
圧
僑
が
　
月
１
日

１０

夜
か
ら
３
日
に
か
け
て
町
内
を

通
過
。

　
倒
木
や
民
家
の
屋
根
、
外
壁

の
破
損
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
倒
壊
な
ど
、
町
内
に
た
く
さ

ん
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
最
大
瞬
間
風
速
が
　
メ
ー
ト

３０

ル
を
超
え
、
高
潮
や
越
波
、
倒

木
な
ど
で
通
行
止
め
に
な
っ
た

道
路
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
屋
根
が
飛
び
そ
う
」

「
納
屋
の
ト
タ
ン
が
飛
散
し
そ

う
」
な
ど
の
通
報
が
消
防
本
部

に
相
次
ぎ
、
応
急
処
置
な
ど
の

対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
の
午
後
９
時
に
は
避
難

所
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）
を
開
設
。

自
主
避
難
し
た
住
民
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
２
日
の
正
午
に
は
、

高
潮
と
強
風
に
よ
っ
て
多
数
の

流
木
や
石
な
ど
が
岸
に
打
ち
上

げ
ら
れ
、
道
路
が
ふ
さ
が
れ
た

古
茶
内
地
区
の
住
民
に
対
し
、

避
難
準
備
情
報
を
発
令
し
、
町

内
の
避
難
者
は
合
計
　
名
と
な

２７

り
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
９
月
の
台
風
　
号

１６

１８

以
来
と
な
っ
た
今
回
の
災
害
は
、

収
穫
前
の
り
ん
ご
な
ど
の
果
実

が
多
数
落
下
し
た
り
、
最
盛
期

を
迎
え
て
い
た
定
置
網
の
漁
網

が
流
さ
れ
て
破
損
す
る
な
ど
、

町
の
基
幹
産
業
に
も
深
刻
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
低
気
圧
が
過
ぎ
去
っ
た
後
、

倒
木
の
伐
採
や
、
浜
に
打
ち
上

げ
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
撤
去
、
破
損

し
た
住
宅
の
補
修
な
ど
、
町
民

は
疲
れ
切
っ
た
様
子
で
作
業
し

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
以
降
も
幾
度
も

管
内
に
暴
風
警
報
や
波
浪
警
報

が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
格

的
な
冬
を
迎
え
る
前
に
、
今
後

も
起
こ
り
う
る
こ
う
い
っ
た
災

害
を
想
定
し
、
各
自
安
全
対
策

を
行
っ
て
下
さ
い
。

供
 爆
弾
低
気
圧
 僑
上
陸
で
町
内
で
も
暴
風
被
害
！

▼越波の影響で通行止めとなった町道古茶内道路線

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練を行い
ます。この訓練は、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）（※）を用いた訓練で、
増毛町以外の地域でも様々な手段を用いて情報伝達訓練が行われます。

　（１） 訓練実施日時　　平成２７年１１月２５日（水） １１時００分ごろ
　（２） 訓練で行う放送試験

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を実施します！

放送内容情報伝達手段

　増毛町内に設置してある防災行政無線から、一斉に、次のように
放送されます。
【放送内容】　　上りチャイム音
　　　　　　　＋　「これは、テストです。」×３
　　　　　　　＋　「こちらは、防災増毛です。」
　　　　　　　＋　下りチャイム音

防災行政無線

（※）Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時に
お伝えするシステムです。

【お問い合わせ先】増毛町役場総務課　電話 ５３―１１１１

▲倒木に寄って道がふさがれた町道弁天通線
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月
３
日
、
第
　
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
増

１０

２４

毛
児
童
作
品
展
の
表
彰
式
が
元
陣
屋
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
絵
画
・
書
道
合
わ
せ
て
　
作
１６

品
が
入
賞
。
緊
張
し
た
様
子
で
そ
れ
ぞ
れ

賞
状
を
受
け
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

※
今
回
「
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
奨
励
賞
」
を
受

賞
し
た
佐
藤
心
美
さ
ん
の
作
品
は
、
Ｍ

Ｏ
Ａ
美
術
館
全
国
児
童
作
品
展
に
出
品

さ
れ
ま
す
。

【
書
道
の
部
】

◆
増
毛
町
長
賞

　
　
武
田
　
萌
花
さ
ん
（
増
毛
小
６
年
）

◆
増
毛
町
教
育
長
賞

　
　
渋
谷
宗
太
郎
く
ん
（
増
毛
小
６
年
）

◆
増
毛
町
文
化
協
会
長
賞

　
　
廣
野
　
晴
菜
さ
ん
（
増
毛
小
２
年
）

◆
金
賞

　
　
武
田
　
心
花
さ
ん
（
増
毛
小
４
年
）

◆
銀
賞

　
　
野
村
　
英
春
く
ん
（
増
毛
小
３
年
）

◆
銅
賞

　
　
佐
藤
　
心
美
さ
ん
（
増
毛
小
２
年
）

　
　
竹
内
　
瑛
汰
く
ん
（
増
毛
小
１
年
）

【
絵
画
の
部
】

◆
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
奨
励
賞

　
　
佐
藤
　
心
美
さ
ん
（
増
毛
小
２
年
）

◆
増
毛
町
長
賞

　
　
山
田
咲
千
香
さ
ん
（
増
毛
小
６
年
）

◆
増
毛
町
教
育
長
賞

　
　
三
浦
　
岳
斗
く
ん
（
増
毛
小
２
年
）

◆
増
毛
町
文
化
協
会
長
賞

　
　
青
山
　
珠
莉
さ
ん
（
増
毛
小
４
年
）

◆
金
賞

　
　
奈
良
岡
裕
匠
く
ん
（
増
毛
小
２
年
）

　
　
田
中
　
葵
史
く
ん
（
増
毛
小
４
年
）

◆
銀
賞

　
　
大
津
梨
緒
奈
さ
ん
（
増
毛
小
３
年
）

　
　
野
村
　
英
春
く
ん
（
増
毛
小
３
年
）

◆
銅
賞

　
　
佐
野
　
智
尋
さ
ん
（
増
毛
小
４
年
）

　
９
月
　
日
、
増
毛
港
中
央
埠
頭
で

２７

第
　
回
増
毛
町
秋
味
ま
つ
り
が
開
催

４４
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
　
時
に

１０

は
会
場
は
す
で
大
賑
わ
い
。
秋
味
販

売
ブ
ー
ス
な
ど
に
は
た
く
さ
ん
の
人

が
行
列
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
開
始
か
ら
１
時
間
ほ
ど

経
つ
と
、
予
報
通
り
雨
が
降
り
始
め
、

そ
の
後
本
降
り
に
。
ス
テ
ー
ジ
の
催

し
が
一
部
変
更
と
な
る
な
ど
の
影
響

が
あ
り
ま
し
た
。
雨
が
あ
が
っ
た
の

は
、
ま
つ
り
の
後
半
。

　
最
後
は
晴
れ
間
が
見
え
る
中
、
も

ち
ま
き
で
ま
つ
り
が
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。

①
会
場
で
買
っ
た
ホ
タ
テ
を
食
べ
る
来
場
者
　

②
マ
ー
シ
ー
く
ん
と
記
念
撮
影
　
③
秋
鮭
販
売

ブ
ー
ス
の
様
子
　
④
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑

わ
う
会
場
　
⑤
イ
エ
マ
ン
ジ
ャ
ー
の
演
奏
　
⑥

雨
が
本
降
り
に
な
っ
た
会
場
の
様
子

芸
術
の
秋
、
到
来

第
　
回
増
毛
町
秋
味
ま
つ
り

４４

滑
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
佐
藤
心
美

さ
ん
と
作
品
「
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
」

①①

④④③③

⑤⑤ ⑥⑥

②②
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月
　
日
、
株
式
会
社
キ
ャ
ン
サ
ー
ス

１０

１５

キ
ュ
ン
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
で
予
防
医
学
研
修
者
の
石
川
善
樹
氏

を
招
い
て
、
今
年
度
第
３
回
目
の
町
民
ス

ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
約
　
名
が
参
加
し

８７

ま
し
た
。

　
石
川
さ
ん
は
、
自
分
の
小
さ
い
頃
か
ら

の
体
験
や
経
験
、
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
研
究
デ
ー
タ
を
使
い
な
が
ら

「
な
に
が
健
康
に
と
っ
て
大
事
と
考
え
ら

れ
て
い
る
か
？
」「
入
院
し
た
と
き
に
、
お

見
舞
い
に
来
た
人
数
で
寿
命
が
変
わ
る
」

な
ど
、
参
加
者
が
う
な
ず
い
て
聞
く
よ
う

な
話
も
し
て
い
ま
し
た
。

　「
孤
独
は
喫
煙
よ
り
体
に
悪
い
」
と
い

う
話
が
印
象
的
で
、
自
分
の
家
族
や
友
達
、

人
と
の
繋
が
り
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ

る
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
孤
独
は
喫
煙
よ
り
体
に
悪
い
」

　
　
月
　
日
、
町
主
催
の
「
増
毛
産
な
な

１０

１５

つ
ぼ
し
新
米
大
試
食
会
」
が
千
石
蔵
で
開

催
さ
れ
、
約
２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
試
食
会
は
、
日
本
で
も
有
数
の

良
食
味
米
の
産
地
と
し
て
、「
増
毛
産
米

の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
推
進
す
る
た
め
、
多

く
の
方
に
試
食
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
魅

力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
内
の
企
業
に
お
米
の
お
供

と
し
て
水
産
加
工
品
な
ど
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
な
が
ら
開
催
。
参
加
さ
れ
た
方
は
、

「
増
毛
の
お
米
は
も
ち
も
ち
し
て
い
て
、

噛
め
ば
か
む
ほ
ど
甘
み
が
感
じ
ら
れ
美
味

し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
試
食
し
て
い
ま
し

た
。
　
ま
た
、
外
国
の
方
も
参
加
さ
れ
て
い
て
、

「
甘
く
て
美
味
し
い
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

増
毛
産
の
新
米
に
舌
鼓

　
　
月
４
日
は
増
毛
中
の
学
校
祭
、
　

日

１０

１１

に
は
増
毛
小
学
習
発
表
会
、
舎
熊
小
学
芸

会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
保
護
者
を
含

む
た
く
さ
ん
の
観
客
に
、
こ
の
日
の
た
め

に
練
習
し
て
き
た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
増
毛
中
学
校
祭
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス

ト
ー
リ
ー
の
演
劇
「
増
毛
山
道
物
語
」
を

コ
ミ
カ
ル
に
演
じ
、
客
席
か
ら
た
く
さ
ん

の
笑
い
声
が
響
き
ま
し
た
。

　
増
毛
小
学
習
発
表
会
で
は
、
６
年
生
が

劇
『「
第
二
新
興
丸
」
～
地
獄
の
海
か
ら
留

萌
港
へ
～
』
を
演
じ
、
迫
力
の
あ
る
演
技

で
観
客
を
感
動
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
舎
熊
小
学
芸
会
で
は
、
今
年
度
で
閉
校

に
な
る
た
め
最
後
と
な
っ
た
学
芸
会
。

テ
ー
マ
「
１
３
２
年
の
最
後
！
心
に
残
る

感
動
の
学
芸
会
に
し
よ
う
！
」
の
も
と
、

全
校
児
童
で
大
き
な
声
で
歌
い
、
合
奏
し
、

演
じ
き
っ
て
い
ま
し
た
。

練
習
の
成
果
を
発
表

⑥⑥

⑤⑤

④④

③③

②②

①①

①コミカルな演技で会場の笑いを

誘った増中生徒による演劇　②屋

台で来場者をおもてなしする増中

生徒　③息を合わせて演奏する増

小児童　④今まで練習してきた成

果を発揮し会場を感動させた増小

児童　⑤一人二役をこなし演じ

きった舎小児童　⑥フィナーレで

ポーズをとる舎小児童

▼増毛産ななつぼしをよそって

もらう参加者

葛
第
３
回
町
民
ス
ク
ー
ル
講
師
を
務
め
た
石
川
善
樹
氏
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除
雪
サ
ー
ビ
ス
の
申
込
方
法
な
ど

■
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
申
込
み
で
き

る
人

①
平
成
　
年
度
の
町
民
税
が
非
課

２７

税
の
世
帯

②
本
年
　
月
１
日
時
点
で
　
歳
以

１２

６５

上
の
み
の
世
帯
及
び
障
が
い
な

ど
に
よ
り
除
雪
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
世
帯

（
住
民
票
上
の
世
帯
が
別
で
も
、

同
じ
家
に
住
ん
で
い
る
場
合
は
同

居
と
見
な
し
ま
す
。）

（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
事
業

は
、
近
所
に
親
類
等
が
い
る
場
合

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

■
申
込
み
方
法

・
利
用
申
請
書
に
利
用
者
負
担
金

を
添
え
て
、
役
場
福
祉
厚
生
課

（
健
康
一
番
館
）
に
提
出
し
て

下
さ
い
。
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

除
雪
事
業
（
玄
関
前
の
除
雪
）

の
申
込
み
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
同
意
が
必
要
で
す
。

・
福
祉
厚
生
課
に
来
ら
れ
な
い
場

合
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た

は
民
生
委
員
を
通
し
て
申
し
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
電
話
で

の
仮
受
付
も
行
い
ま
す
。

・
利
用
が
決
定
し
た
世
帯
に
は
、

決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

・
申
込
書
は
、
福
祉
厚
生
課
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
他
、
増
毛
町

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
課
情

報
・
福
祉
厚
生
課
・
介
護
保
険

係
の
ペ
ー
ジ
か
ら
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

屋
根
及
び
家
の
ま
わ
り
の

除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業

■
除
雪
内
容

・
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
平
成

２７

１２

　
年
３
月
　
日
の
期
間
中
、
自

２８

２２

宅
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
、
窓
の

下
、
軒
先
等
の
除
雪
及
び
緊
急

避
難
口
の
確
保
を
年
２
回
ま
で

行
い
ま
す
。

・
３
回
目
の
除
雪
が
必
要
な
場
合

は
、
改
め
て
申
込
み
が
必
要
で

す
。

■
負
担
金

・
１
埀
０
０
０
円
（
納
付
さ
れ
た

負
担
金
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
）

・
３
回
目
は
１
回
５
０
０
円

■
申
込
期
限
　

・
平
成
　
年
２
月
　
日
ま
で
（
３

２８

２９

回
目
の
申
込
は
、
３
月
も
受
け

付
け
ま
す
）

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪
事
業

■
除
雪
内
容

・
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
平
成

２７

１２

　
年
３
月
　
日
の
期
間
中
、
除

２８

２２

雪
車
が
出
動
し
た
と
き
の
午
前

中
や
大
雪
の
時
に
、
玄
関
か
ら

生
活
道
路
ま
で
の
幅
お
お
む
ね

　
セ
ン
チ
を
、
申
込
者
が
指
定

８０し
た
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
除

雪
を
行
い
ま
す
。

■
負
担
額
　
　
　
１
埀
０
０
０
円

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
受
け
取
る
額

　
１
０
埀
０
０
０
円

■
申
込
期
限
等

平
成
　
年
１
月
　
日
ま
で
と
し

２８

２９

ま
す
が
、
先
着
　
名
で
締
め
切

２０

り
ま
す
。

 
役
場
福
祉
厚
生
課
介
護
保
険
係

　
電
話
５
３
倆
３
１
１
１

　（
内
線
５
１
８
、
５
１
９
）

　「広報ましけ９月号」折込チラシでお知らせしております「臨時福祉給付金」と「子育て世帯臨時

特例給付金」の申請を12月10日まで受け付けています。

　該当になると思われる方で、まだ申請をお済みでない方は、期限までに申請手続きにお越しくだ

さい。

　なお、給付の対象となるのは、次に記載する要件に該当する方々です。

　■臨時福祉給付金

　　支給対象者　平成27年度分の住民税が課税されていない方です（※）

　　　　　　　　※ただし、生活保護の受給者である場合と住民税課税されている方に扶養されて

いる場合を除きます。

　　支給額　　　１人につき 6，000円

　■子育て世帯臨時特例給付金

　　支給対象者　平成27年６月分の児童手当を支給される方

　　支給額　　　対象児童１人につき 3，000円

　◆申請受付及び問い合わせ先　役場福祉厚生課民生係（健康一番館内）電話 53－3111

臨時福祉給付金と子育て世帯臨時特例給付金の申請をお済みですか。

　
町
民
の
皆
様
へ

　
玄
関
前
の
除
雪
が
で
き
な
い
た

め
に
困
っ
て
い
る
高
齢
者
が
い
ま

す
。
　
こ
の
事
業
は
、
地
域
の
支
え
あ

い
で
行
う
も
の
で
す
。
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
下
さ

る
方
が
お
り
ま
し
た
ら
福
祉
厚
生

課
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

除雪サービス
のお知らせ

高齢者世帯等を
対象にした

虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚

虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚
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マーシーの年金相談

　風水害等の災害で大きな被害を受けたことにより、国民年金保険料の納付が困難な場合、申請をして

承認されると、保険料の全額が免除される制度があります。国民年金の場合、震災、風水害、火災その

他これらに類する災害により、被保険者の所有に係る住宅、家財、その他の財産につき、被害金額がお

おむね２分の１以上の損害を受けたときが対象となります。

　１．申請に必要な書類

　　●国民年金保険料免除・納付猶予申請書

　　●罹災証明書（原則として）、または被害農林漁業者等と認定された被害認定書の写し

　　●罹災証明のみで被害の判断ができない場合は、国民年金保険料免除・納付猶予申請に係る被災状

況届

　　●保険金・損害賠償金額等が支給される場合は、保険金・損害賠償金額等の確認できる証明書の写し

　　　※ご本人以外の方が提出される場合は、委任状が必要です。

　２．免除される期間

　事由の生じた日の前月分から翌年の６月分まで（※保険料の納付が困難な場合は、早めの申請を

してください。）

　３．免除された期間の年金は

　　●全額免除された期間の老齢基礎年金額は保険料を納めた場

合の２分の１で計算されます。

　　●保険料が免除された期間は、10年以内であれば後から保険

料を納める（追納する）ことができます。

　　●保険料免除期間の翌年度から起算して、３年度目以降に追

納する場合は、当時の保険料額に、経過期間に応じた加算

額が上乗せされます。

天災による国民年金保険料免除制度について

問い合わせ　

留萌年金事務所　（43－7211）

役場町民課保健年金係

　　　　　　　　（53－1113）

　
朝
夕
の
冷
え
込
み
が
日
毎
に
厳
し
く
な
り
、
家
庭
で
も
ス
ト
ー
ブ

を
点
火
す
る
機
会
が
増
え
て
く
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
北
海
道
の
秋
冬
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
ス
ト
ー
ブ
で
す
が
、

取
扱
い
を
誤
る
と
火
事
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の

ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
、
火
事
を
起
こ
さ
な
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

①
洗
濯
物
を
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
干
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
ス
プ
レ
ー
缶
を
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
置
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
ガ
ソ
リ
ン
等
の
誤
給
油
に
は
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

⑤
定
期
的
に
ス
ト
ー
ブ
の
点
検
・
掃
除
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消
さ
ず
に
、
給
油
し
た
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク

を
本
体
に
セ
ッ
ト
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
タ
ン
ク
の
ふ
た
の
締
め

付
け
が
不
完
全
だ
っ
た
た
め
、
灯
油
が
漏
れ
出
し
、
ス
ト
ー
ブ
の
火

に
引
火
し
た
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
必
ず
火
を

消
し
て
か
ら
給
油
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
増
毛
町
消
防
本
部
 予
防
課
　
５
３
倆
２
１
７
５
】

ス
ト
ー
ブ
の
取
扱
い
に
ご
注
意
を
！

●
 ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
事
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

●
 誤
っ
た
取
扱
い
に
よ
り
火
事
に
な
っ
た
例



ぜ
ひ
、
明
和
園
で
一
緒
に

　
　
　
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

【
介
護
員
】

■
募
集
人
員

　
養
護
・
特
養
　
複
数
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

１８

※
無
資
格
可
、
介
護
福
祉
士
及

び
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
以
上
の
方
歓
迎

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

・
夜
勤
　
時
　
分
～

１６

１５

　
　
　
　
　
　
翌
日
９
時
　
分
１５

※
勤
務
形
態

一
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

早
出
・
遅
出
・
夜
勤
の
３
交

替
制
の
勤
務

二
、
日
勤
職
員

早
出
・
遅
出
の
日
勤
２
交
替

制
の
勤
務

三
、
パ
ー
ト
職
員

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
を
、

あ
な
た
の
都
合
に
合
わ
せ
て

調
整
し
た
勤
務
（
応
相
談
）

■
賃
金

　
フ
ル
タ
イ
ム
・
日
勤
職
員

　
月
額
１
３
４
埀２
０
０
円
以
上

　
パ
ー
ト
職
員

　
・
時
給
　
　
　
８
２
０
円

　
・
日
給
　
６
埀
４
０
０
円

※
資
格
、
経
験
年
数
に
よ
る

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

※
勤
務
形
態
に
よ
り
手
当
の
内

容
が
異
な
り
ま
す
。

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
資

格
取
得
費
用
の
一
部
助
成
有
。

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
調
理
員
・
清
掃
員
】

■
募
集
人
員
　
各
１
名

■
応
募
資
格
　
年
齢
　
歳
以
上

１８

※
無
資
格
可

■
勤
務
時
間

　
早
出
６
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１５

００

　
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

【
申
込
方
法
】

採
用
決
定
ま
で
随
時
受
付
。

履
歴
書
に
有
資
格
者
は
証
明

書
の
写
し
を
添
え
て
、
明
和

園
に
提
出
願
い
ま
す
。（
郵

送
可
）

 
町
立
明
和
園

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
０
１
）

　
広
報
　
月
号
の
折
込
チ
ラ
シ

１０

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
肺
炎
球
菌

の
予
防
接
種
を
次
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
を
お
願

い
ま
す
。

■
接
種
日
時

・
　
月
　
日
（
火
）

１１

１７

　
９
時
　
分
～
　
時
　
分

００

１４

００

・
　
月
　
日
（
水
）

１１

１８

　
９
時
　
分
～
　
時
　
分

００

１２

００

・
　
月
６
日
（
日
）

１２
　
９
時
　
分
～
　
時
　
分

００

１６

００

※
空
い
て
い
る
時
間
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
接
種
場
所
　
健
康
一
番
館

■
予
約
方
法

役
場
福
祉
厚
生
課
保
健
指
導

係
ま
で
電
話
等
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
接
種
費
用

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
２
埀
８
０
０
円

・
肺
炎
球
菌

　
５
埀
６
０
０
円

※
定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
方

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
町
の
助
成

が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
・
料

金
に
つ
い
て
は
、
折
込
チ
ラ

シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

町
内
で
は
、
町
立
市
街
診
療

所
に
お
い
て
も
、　

月
７
日

１２

（
月
）以
降
に
接
種
を
行
い
ま

す
が
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
で
き
る
だ
け
健
康
一

番
館
で
接
種
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
福
祉
厚
生
課
・
保
健
指
導
係

　（
電
話
 ５
３
倆
３
１
１
１
）

　
平
成
　
年
８
月
末
現
在
、
全

２７

国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ

て
い
る
者
は
、
凶
悪
事
件
な
ど

で
特
に
警
察
庁
が
指
定
し
て
い

る
重
要
指
名
手
配
被
疑
者
を
始

め
と
し
て
、
約
７
２
０
人
に
上

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、

強
盗
等
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、

暴
行
、
傷
害
、
窃
盗
、
詐
欺
、

横
領
等
の
事
件
に
関
し
て
指
名

手
配
さ
れ
て
お
り
、
再
び
犯
罪

を
敢
行
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
　
警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯

罪
の
被
疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、

　
月
中
に
全
国
警
察
の
総
力
を

１１挙
げ
て
追
跡
調
査
を
行
う
こ
と

と
し
、
こ
れ
ら
被
疑
者
の
早
期

検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発

見
に
向
け
た
捜
査
活
動
に
は
、

国
民
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
が
是

非
と
も
必
要
で
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似

た
人
を
見
掛
け
た
と
い
っ
た
情

報
な
ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ

と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
警
察

に
通
報
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

 
留
萌
警
察
署
刑
事
課

　（
電
話
 ４
２
倆
０
１
１
０
）

お
知
ら
せ

暮 報情のしら
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募

集

町
立
明
和
園
臨
時
職
員

（
介
護
員
・
調
理
員
・
清
掃
員
）

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ



　
第
４
回
目
は
三
遊
亭
圓
馬
、

桂
米
福
さ
ん
な
ど
を
講
師
に
迎

え
、
古
典
落
語
か
ら
新
作
落
語

ま
で
、
楽
し
い
演
目
を
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日
時

　
　
月
　
日（
月
）　
時
　
分
～

１１

１６

１９

００

■
開
催
場
所

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル

■
演
題
　「
北
海
道
で
江
戸
噺
」

■
入
場
料

会
員
及
び
　
歳
以
上
の
方
は

７０

無
料
、当
日
会
員
の
方
は
２
埀

０
０
０
円

 
ま
し
け
町
民
ス
ク
ー
ル
運
営

委
員
会
事
務
局
（
教
育
委
員

会
内
、
電
話
 ５
３
倆
２
４
２

７
）

暮 報情のしら
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ま
し
け
町
民
ス
ク
ー
ル

第
４
講
座

（
錦
町
４
丁
目

　
電
話
 　
倆
６
４
５
１
）

４３

川
上
内
科
医
院

【
　
月
　
日
】

１１

１５

日
曜
当
番
医
（
留
萌
市
）

新着本案内

  総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

元気がなさそうなけんちゃんを、
みんなが心配します。大好きなハ
ムエッグが朝食に出ても、友達か
らプレゼントをもらっても、うれ
しくなさそうなのです。笑うこと
の大切さを描いた絵本です。

わらう 浜田　桂子 著将来の学力は１０歳までの「読書量」で決まる！

あなたのマイナンバーは、平成２７年１０月以降に送付されます。
下記のポイントを確認して確実に受け取り、有効に利用しましょう。

　原則として、マイナンバーは住民票の世帯ごとにお送りします。住民票の住所と異な
るところにお住まいの方は、受けとることができない可能性がありますのでご注意くだ
さい。

Ｐｏｉｎｔ１　住所確認

　マイナンバーは簡易書留で届きます。
以下の３つが入っているか確かめましょう。

■ マイナンバーの「通知カード」
■「個人番号カード」の申請書と返信用封筒
■ 説明書

※通知カードは大切に保管して下さい。

Ｐｏｉｎｔ２　書留の中身を確認

マイナンバーを、きちんと受けとって活用するために

松永　暢史 著

読解力は学力の基礎であり、それを培
うのが読書。幼少期の読書体験がその
後の学力に大きく影響を及ぼします。
本を読むことがどれだけ学力を伸ばす
ことになるのかを、具体的に解説して
います。



裁裁判判員員制制度度～～ままももななくく名名簿簿
記記載載通通知知をを発発送送ししまますす！！

　裁判員制度は、平成21年５月21日から施行され、

平成26年には、6938人の方が裁判員として裁判に参

加されています（同期間に判決が言い渡された裁判

員裁判は合計1131件です）。国民の皆さまの積極的

な参加により、裁判員制度は円滑に実施されていま

す。裁判員制度は、国民の皆さまのご協力なしには

成り立たない制度ですので、引き続きご理解とご協

力をお願いいたします。

　平成28年の裁判員候補者名簿に登録された

方には、本年11月中旬に名簿に登録されたこと

の通知（名簿記載通知）をお送りします。この通

知は、来年２月ころから平成29年２月ころまで

の間に裁判所にお越しいただき、裁判員に選ば

れる可能性があることを事前にお伝えし、あら

かじめ心づもりをしていただくためのものです。

　なお、この段階では、まだ具体的な事件の裁

判員候補者に選ばれたわけではありませんので、

すぐに裁判所にお越しいただく必要はありませ

ん（実際に裁判所にお越しいただくことになっ

た場合には、別途お知らせします）。

☆ 裁判員候補者名簿記載通知について

　裁判員候補者名簿は、市区町村の選挙管理委

員会が選挙人名簿からくじで無作為抽出した名

簿を基に、全国の地方裁判所で作成されます。

　裁判員候補者名簿に登録される人数は、予想

される裁判員裁判対象事件の数などによって毎

年変動しますが、平成28年の名簿に登録される

人数は、全国で約22万9200人です（選挙人名簿

登録者全体に占める割合は、約454人に１人）。

☆ 裁判員候補者名簿ができるまで 〈名簿記載通知の発送用封筒〉（Ｈ26年１１月発送分）

【裁判の当日】
選任手続

今年

選任手続の流れ

来年以降

【裁判の６週間前まで】
選任手続期日のお知らせ
・質問票の送付

【１１月中旬】
候補者への通知
調査票の送付

【１０月中旬～下旬】
名簿の作成
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税率（年税額）
車種区分

改 正 後現　　行

2，000 円1，000 円50ｃｃ以下（ミニカー除く）

原動機付自転車 2，000 円1，200 円50ｃｃ超～90ｃｃ以下

2，400 円1，600 円90ｃｃ超～125ｃｃ以下

3，600 円2，400 円軽二輪（125ｃｃ超～250ｃｃ以下）

2，400 円1，600 円農耕作業用
小型特殊自動車

5，900 円4，700 円その他のもの

6，000 円4，000 円二輪の小型自動車（250ｃｃ超）

3，600 円2，400 円雪上車

3，700 円2，500 円ミニカー

「グリーン化特例」税率（年税額）

車種区分
Ｈ32年度燃費基準

Ｈ32年度燃費基準

＋20％達成車　　
電気自動車等

3，000 円2，000 円1，000 円三　　　　　輪
軽
四
輪
車
等

5，200 円3，500 円1，800 円営 業 用乗
用四

輪
以
上

8，100 円5，400 円2，700 円自 家 用

2，900 円1，900 円1，000 円営 業 用貨
物 3，800 円2，500 円1，300 円自 家 用

税率（年税額）

車種区分 新規登録から13年を経過

した車両（重課税率）

平成27年４月以降に

新規登録した車両

平成27年３月以前に

新規登録した車両

4，600 円3，900 円3，100 円三　　　　　輪
軽
四
輪
車
等

8，200 円6，900 円5，500 円営 業 用乗
用四

輪
以
上

12，900 円10，800 円7，200 円自 家 用

4，500 円3，800 円3，000 円営 業 用貨
物 6，000 円5，000 円4，000 円自 家 用

＜原動機付自転車、小型特殊自動車、二輪の軽自動車等＞

 税務課・税務係（℡ 53崖1114）

　また、三輪・四輪の軽自動車のうち、平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までに最初の新規
検査を受けた車両で、排出ガス基準及び燃費基準に基づき、平成２８年度分の軽自動車税に限り、グ
リーン化特例（軽課）を適用します。

＜三輪・四輪の軽自動車＞
　三輪・四輪の軽自動車については、最初の新規検査（新規登録）年月で税率を判定します。最初の新
規検査を受けてから１３年を経過した車両は、重課税率が適用されます。
　※最初の新規検査は、自動車検査証の「初度検査年月」欄で確認できます。

　軽自動車税は、毎年４月１日現在の原動機付自転車、軽自動車等の所有者にかかる税で、５月末日
が納期限となっています。
　税率は種類別に１台当りの年税額で決められています。（自動車税と異なり、税額の月割りはあり
ません。）平成２８年度からは、次の税率表のとおりとなります。

“軽自動車税”平成２８年度から税額が変わります
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　増毛町防犯協会では10月11日（日）～20日（火）までの「秋の全国地域安全運動」に合わせ、パト

ロール活動強化の一環として、留萌警察署職員の協力のもと、自動車診断、住宅診断を行いました。
　

【自動車診断】　10月16日（金）午後７時から野塚・永寿町・南永寿町・稲葉海岸町・稲葉町・弁天町

を中心に自動車の施錠診断を行い、調査台数196台のうち、施錠していない車が34台

うち11台は鍵がつけっぱなしになっていました。自宅の敷地内だからと油断せずに

自動車から鍵をはずし、車内には荷物を置かないようにしましょう。

　日頃の心掛けにより、防犯意識を高め、不審者や犯罪者に隙を与えず、町民の皆さ

ま方とともに安心して暮らすことのできる町づくりのため活動しておりますので、今

後ともよろしくお願いします。

【住宅診断】　10月17日（土）午後１時半から舎熊地区・野塚・永寿町・南永寿町・稲葉海岸町・稲葉

町・弁天町を中心に住宅の施錠診断を行い、調査戸数361戸のうち、施錠していない

家が24戸ありました。昼間だから、近所だからと油断せず在宅する場合にも施錠する

よう心掛けましょう。

　 町防犯協会事務局（役場町民課内、電話 53崖1112）

～自動車の施錠、戸締まりに気をつけましょう～

「秋の全国地域安全運動中」の診断結果

■
実
施
期
間

　
　
月
　
日（
水
）～

１１

１１

　
　
月
　
日（
金
）の
　
日
間

１１

２０

１０

■
運
動
の
重
点

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
外
出
す
る
と
き
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
目
立
つ
よ
う
に
、
明

る
い
色
の
服
装
を
心
が
け
、

夜
光
反
射
材
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

必
ず
信
号
機
や
横
断
歩
道
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
高
齢
者
の

道
路
横
断
に
対
応
で
き
る
安

全
な
速
度
で
、
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
凍
結
路
面
等
の
ス
リ
ッ
プ
に

よ
る
交
通
事
故
防
止

・
路
面
の
状
況
が
刻
々
と
変
化

す
る
こ
と
を
認
識
し
、
ス

ピ
ー
ド
を
控
え
た
運
転
を
す

る
と
と
も
に
、
早
め
に
冬
タ

イ
ヤ
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

・
日
陰
や
橋
の
上
な
ど
を
走
行

す
る
場
合
は
、
路
面
の
凍
結

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
で

す
。「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」

「
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
二
日
酔
い
も
「
飲
酒
運
転
」

で
す
。
少
し
で
も
ア
ル
コ
ー

ル
が
残
っ
て
い
る
よ
う
な
ら
、

運
転
は
厳
禁
で
す
。

・
酒
類
を
提
供
・
販
売
す
る
飲

食
・
販
売
店
で
は
、
運
転
者

へ
の
酒
類
の
提
供
な
ど
を
一

切
禁
止
し
、
根
絶
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

 
北
海
道
警
察
本
部
交
通
企
画

課
（
電
話
 ０
１
１
倆
２
５
１

倆
０
１
１
０
）

「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
！

～
 ス
リ
ッ
プ
注
意
！

　
 ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
早
め
の
ブ
レ
ー
キ
で
事
故
防
止
 ～
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１０月末
人口と世帯

（－９）人4,688人口

（－７）人2,157　男

（－２）人2,531　女

（－５）世帯2,378世帯

（　）は前月との増減

１０月１日～１０月３１日届出分

猿
ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
猿

◆
各
自
治
会
等
へ
（
現
金
）
（
受
付
順
）

○
香
典
の
一
部
か
ら

・
秋
田
政
志
さ
ん
　
（
阿
分
）
　
　
　
２
区
自
治
会
へ

・
梅
田
麻
里
子
さ
ん
（
別
苅
）
　
　
　
　
区
自
治
会
へ

３４

・
布
施
寿
彦
さ
ん
　
（
南
永
寿
町
２
）
　
倆
３
区
自
治
会
へ

２３

【
　
月
号
へ
の
掲
載
希
望
　
　
月
　
日（
水
）
ま
で
】

１２

１１

２５

 ̇໰ 
町
民
課
・
町
民
環
境
係
（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

町税の納期について

໰̇ 税務課・税務係（電話 ５３－１１１４）

固定資産税（第３期）
国民健康保険税（第５期）

11月 30 日（ 月 ） 

１０月１９日、町内企業２社を含む計６社に、地域貢献活

動に対する感謝状の贈呈式が行われました。

【各社の地域貢献活動の内容については下記の通りです】

「地域貢献」活動
あ りがと う ございます ！

◆増毛土建（株）（山郷佳克代表取締役社長）

　旧増毛小学校中庭草刈り作業

◆（株）清野建設（森竹昌基代表取締役社長）

　リバーサイドパーク多目的広場排水処理作業

◆八晃建設（株）（田下啓一代表取締役社長）

第４０回アップルコース全町マラソン大会に伴うコー

ス周辺の草刈り作業

◆堀松・白鳥 経常建設共同企業体

　（代表：堀松建設工業（株）堀松一郎代表取締役社長）

　増毛幼稚園木製遊具等補修作業

◆ハラダ工業（株）（藤野徹弥代表取締役社長）

　彦部バス待合所屋根・外壁塗装、バス停看板取替作業

◆（株）堀口組（堀口哲志代表取締役社長）

舎熊いちご団地・アップル団地・すまいる団地の各

遊具施設塗装作業
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粗大ごみの収集について（毎月第４月曜日）　　 ໰̇  留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）
①１回の収集につき５点までしか出すことができません。粗大ごみ収集の申込は９：００～１７：００（受付最終日は１５：００）ま
でに、留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）に電話申込してください。その際にステーション番号を忘れずに
伝えてください。
※「ごみ分別ハンドブック」では、申込は２日前の１５：００までとなっていますが、増毛町の場合は、３日前（休日の場合、
その前日）の１５：００までとなります。
②ごみ袋販売店にて粗大ごみ処理券を購入し、当該粗大ごみに貼り付け、収集日の９：００までにごみステーション横又は
自宅前に出してください。　　

家庭ごみの収集日について

　生　 生ごみ　 　 可 燃  可燃系埋立ごみ　 不 燃  不燃系埋立ごみ　 プ ラ  プラ製容器　 ペット  ペットボトル

 か・び  かん、びん　　木　 木くず　　　　 金属・危険  金属類、危険ごみ　 粗 大  粗大ごみ

 資源１  紙製容器、雑がみ、白色トレイ、発泡スチロール　 資源２  新聞・チラシ類、雑誌、ダンボール、紙パック

マ
ー
ク
の
見
方

●こどもシアター １３：３０～ 元陣屋掌２２●広報ましけ１１月号発行昭５
●少年の主張「僕の主張・私の主張」９：３０～
　文化センター

˓ॕ 勤労感謝の日

捷２３
●なかよしクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館
●体育協会スポーツ表彰式 １８：３０～ 文化センター

　

晶６
●定例行政相談所開設 １０：００～１２：００ 文化センター
●四種混合・水痘予防接種 １３：３０～１４：００ 市街診療所

昇２４松７
●総合健診（個別通知）旭川がん検診センター昌２５●マタニティスクール（育児編）１０：００～１２：００

　留萌市保健福祉センターはーとふる
●こどもシアター １３：３０～ 元陣屋

掌８
●どろんこクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館昭２６捷９
●親子遊びの広場（おもちつき）９：３０～１１：００
　健康一番館

晶２７●こころの健康相談 １５：００～１７：００ 留萌保健所昇１ ０
●子宮がん検診（個別通知）健康一番館松２８●第２２回防犯・交通安全高齢者ふれあい交流会

　９：３０～ 文化センター
昌１ １

掌２９●乳幼児相談 ９：３０～１１：３０ 健康一番館
●ベビーマッサージ教室 １０：００～１１：００ 健康一番館

昭１ ２
捷３０●介護予防教室（栄養）１０：００～１１：００ 健康一番館晶１ ３

●ヒブ・小児肺炎球菌予防接種 １３：３０～１４：００
　市街診療所

昇１●乳児健診（個別通知）健康一番館松１ ４
昌２掌１ ５

●どろんこクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館昭３捷１ ６
●人権心配ごと特設相談所 １４：００～１６：００
　文化センター

晶４●インフルエンザ・高齢者肺炎球菌予防接種
　９：００～１４：００ 健康一番館

昇１ ７
松５●インフルエンザ・高齢者肺炎球菌予防接種

　９：００～１２：００ 健康一番館
昌１ ８

●増毛幼稚園お遊戯会 ９：００～ 文化センター
●インフルエンザ・高齢者肺炎球菌予防接種
　９：００～１６：００ 健康一番館

掌６●どろんこクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館昭１ ９
●広報ましけ１２月号発行捷７

粗大ご み申込受付最終日

晶２０
昇８●あっぷる保育所発表会 ９：００～ 文化センター

●図書館フェア・ワークショップ １３：３０～ 元陣屋
松２１

１２

広
報
ま
し
け
　
　
　
月
号

１１ １１

　生　  粗 大 

　生　 　木　

　生　  金属・危険 

 可 燃   資源１ 

　生　

 ペット   プ ラ 

 不 燃   か・び 

　生　

　生　  資源２ 

 ペット   プ ラ 

 不 燃   か・び 

 不 燃   か・び 

　生　

 可 燃 

 ペット   プ ラ 

 不 燃   か・び 

　生　

 可 燃 

 可 燃   資源１ 

 ペット   プ ラ 

　生　

　生　  資源２ 

 不 燃   か・び 

 可 燃   資源１ 




